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自動車に依存した地方都市において，子育て支援施設の立地や公共交通の利便性は，子育てしやすく子

どもにやさしいまちづくりを進める上で重要な要因であると考えられる．本研究は，地方都市都心部にお

ける乳幼児・児童の遊び場に着目し，現在の利用実態と意識および将来の子育て支援施設の立地と公共交

通に対する要望を明らかにすることを目的とする．宇都宮市都心部の子育てひろばと公園において，子ど

も連れの親を対象に，スマートフォンで回答できるWebアンケート調査を実施した．分析の結果，屋内と

屋外の遊び場利用実態の違い，新規導入予定のLRTに対する要望や交通手段転換の可能性，LRT沿線への

子育て支援施設および商業・公共施設の立地に対する意向等が明らかとなった． 
 

     Key Words : LRT , childcare support facilities，local cities 
 
 

1. はじめに 
 
 (1)  研究の背景と目的 
現在，日本の多くの都市は，自動車利用の増大により

ハード面の整備が中心となり，公共交通の利用促進やサ

ービス向上などのソフト面については議論の機会を減ら

してきた．その結果，自動車の排出ガスによる環境問題

の深刻化やスプロール化による中心市街地の衰退等，都

市機能自体にも大きな問題をもたらしている．このよう

な都市問題に対して，自動車に過度に依存しない都市が

求められている．我が国においても公共交通が見直され，

公共交通指向開発TOD（Transit Oriented Development）が

注目されている．その中で，欧米において都市内交通手

段としてLRT（Light Rail Transit）の導入が進み脚光を浴

びている． 
LRTとは，低床式車両の活用や軌道・電停の改良によ

る乗降の容易性，定時性，速達性，快適性などの面で優

れた特徴を有する次世代の軌道系交通システムである．

LRTは，近年の我が国の問題である人口減少，高齢化の

進展，自動車依存の問題に対応する解決策の一つとして，

数多くの都市においてLRT導入が検討されている． 
宇都宮市は全国に先駆け，総合的な公共交通ネットワ

ークの基軸となる東西基幹公共交通として，宇都宮駅東

側の約15kmを最優先整備区間とした全線新設のLRTを着

工した．しかし，LRTは宇都宮駅から工業団地への人の

輸送が主目的であるため，昼間の利用者数の確保が懸念

されている． LRTの利用を促すためには，周辺施設が重

要になるが，その沿線上の施設整備について具体的な施

設の立地はあまり議論されていない． 
また，人口減少社会への突入，少子高齢化の進行とい

う時代の中で，特に少子化への対応は大きな問題となっ

てきている．そのなかで，国や自治体，企業は子育てし

やすいまちづくりのため，子育て世帯の社会参加を支援

し，乳幼児･児童を持つ子育て中の親および子供が，安

全･安心･快適に生活できるように，様々な対策や対応に

取り組んでいる．その中で，最近注目されているのが, 

日中に子供を連れて行き遊ばせること，他の親子と交流

することができる子育て支援施設であり,全国でニーズ

が高まっている．  
そこで本研究では，LRT沿線に子育て支援施設を整備

することがLRT利用意向に与える効果を調査する．宇都

宮市における子育て支援施設の需要と利用の実態，利用

する交通手段を把握することで，子育てしやすいまちづ

くりとして子育て支援施設に着目し，子供を連れて移動
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するときに敬遠されやすいLRTを含む公共交通の沿線に，

子育て支援施設を整備することによるLRT利用意向や

LRTを含む公共交通に利用に対する意識について明らか

にする． 
 
(2) 既存研究の整理と研究の位置付け 
路面電車の沿線整備と利用促進に関する研究として，

岸ら1)は，沿線の空き家・空室の有効活用に着目し，今

後どのように土地利用を改善していくべきか検討してい

る．そして，沿線地域の空き家・空室の有効利用によっ

て利用者は現状よりも増加するものの限界があり，これ

に加えて現状の沿線地域外からの利用促進を考える必要

性を示唆している． 
LRTを導入することによる土地利用の変化に関する研

究として，鈴木ら2)は，LRT導入による電停周辺の人口

や土地利用の変化を分析し，都市の集約化にどの程度寄

与するのかを検証している．そして，LRT導入によって

商業系が増加する傾向があること，地価について，LRT
沿線における地価の下落に歯止めがかかっており，これ

は，LRT導入による影響が大きいことを明らかにしてい

る． 
駅周辺における地域拠点となりうる施設整備に関する

研究として，大家3)は，駅ビルが地域拠点機能を確保し，

ニーズに対してどう対応しているのか，対応状況につい

て調査している．そして，従来の駅で担保されてきた交

通拠点機能に商業機能，生活関連機能を付加した複合的

都市インフラとして駅ビルを整備することの有効性を明

らかにしている． 
都心における子育て支援施設のニーズとあり方に関す

る研究として，松橋ら4)は，子育て支援施設を概ね0〜4
歳未満の乳幼児とその親が気軽に集まる交流の場を提供

し，育児相談 ・情報提供 ・家庭在宅 サービス や サーク

ル支援など地域の子育て家庭を総合的に支援する機能を

持つ施設と定義して，親子の平日の居場所として子育て

支援施設を整備することの必要性を示唆するとともに，

親子だけが使うような施設としないように，多くの人が

立ち寄ることができるオープンな施設とすることで様々

な交流を生むことが重要だとしている．  
子育て世帯の時空間制約と実際の行動についての研究

として，有賀ら5)は，アンケート調査を用いて，都市

圏・居住地や保育園の立地パターン別の子供の送迎に対

する意識，保育所送迎の実行可能性を明らかにしている． 
子育て中の母親の外出行動の実態と意識に関する研究

として，大森ら6)は，東京都心部，周辺部，北関東の三

地域における交通手段や外出頻度をWebアンケート調査

から明らかにしている． 
以上の既存研究では，駅周辺の整備が公共交通利用促

進や周辺地域の活性化に及ぼす影響，子育て支援施設の

ニーズとあり方，子育て世帯の1日の行動についての検

討を行っている．その中で子育て支援施設の整備が公共

交通利用に与える効果に関するものは見られない．また，

地方都市における子育て支援施設のニーズおよび利用の

実態についての研究も少ない．そこで本研究では，宇都

宮市における子育て支援施設のニーズや利用実態の把握，

路線沿線の整備について，子育て支援施設を整備するこ

とがLRTを含む公共交通利用促進に与える効果について

の検討を行う． 
 

2.  アンケート調査の概要 
 

2017年12月，2018年6月に宇都宮市都心部にある子育

て支援施設のゆうあいひろば7)と，屋外で子供が遊ぶ場

所として八幡山公園8)を取り上げ，アンケート調査を実

施した．質問項目は，個人属性，施設の利用方法，LRT
沿線に求めるもの，普段の移動におけるLRT利用意向，

施設の立地ごとのLRT利用意向で構成されている．宇都

宮市のLRTの予定軌道，ゆうあいひろばと八幡山公園の

位置，施設の立地の想定について図-1に示す．施設の立

地については，宇都宮LRTのトランジットセンター予定

地9)を参考に，5箇所予定されているうちの4箇所をゾー

 
図-1 LRT軌道予定図と施設の立地 
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ンとして，4つの位置を仮定した．本研究での子育て支

援施設とは，子供が屋内で遊べる施設，体験教室や習い

事ができる施設，他の親子と交流することができる施設

および育児相談 ・子育て情報を提供する施設である． 

アンケート調査はWeb上で回答できるもので，ゆうあ

いひろばおよび八幡山公園に子供ともに来場した保護者

の方に，研究の趣旨を伝えた上でアンケートにログイン

する方法を記載した用紙を手渡しで配布した．配布数は

669部，そのうち241の回答を得た．回収率は34.5％であ

った．屋内で遊ぶゆうあいひろばを「屋内」，屋外で遊

ぶ八幡山公園を「屋外」として，サンプルの年齢と性別

を図-2に示す．どちらも男性より女性の割合が高く，母

親が子供を連れてきていることが多い．特にゆうあいひ

ろばはその傾向が顕著である．年齢については，どちら

も30代が半数以上である．居住地に関しては，どちらの

利用者も7割以上が宇都宮市内に住んでいる． 

 

 
3.  子育て支援施設の利用実態とLRT利用意向 

 

(1) 子育て支援施設の利用実態 

 利用日別に遊びに来ている子供を，小学校生を連れて

いる人を「小学校」，保育園や幼稚園に通っている子供

を連れている人を「保育園幼稚園」，どちらにも通って

いない子供を連れている人を「通っていない」という3
つの属性に分けると，図-3に示すように平日はどちらに 

 

図-2 保護者の年齢と性別 

 

 

図-3 平日休日の子供の属性 

も通っていない子供を連れている人が多く，休日は保育

園や幼稚園に通っている子供を連れている人が多い．屋

内のゆうあいひろばは全体の7割が保育園や幼稚園に通

ってない子供を連れている人であり，一方の休日の利用

者は，保育園幼稚園生を連れている人が半分以上を占め

ており，どちらにも通っていない子供を連れている人は

3割となっている．屋外の八幡山公園については平日は

保育園や幼稚園に通っていない子供を連れている人が6
割程度，逆に休日は保育園児や幼稚園児を連れている人

が6割程度となっている． 
子育て支援施設の利用頻度を図-4に，施設の利用前後

の行動を図-5，6に示す．図-6は図-5に示したどこかに

寄る人の具体的な行動を示している．施設利用頻度は休 
 

 
図-4 平日休日の施設利用頻度 

 

 
図-5 利用前後にどこかに寄るかどうか 

 

 

図-6 施設の利用前後の行動 
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日よりも平日の利用者のほうが高く，屋外施設利用者よ

りも屋内施設利用者のほうが，その施設の利用頻度が高

い．特に，平日の屋内施設利用者は，週に何度か利用す

る人の割合がほかと比べて高い．施設利用前後の行動に

ついては，平日の屋内施設，屋外施設の利用者は，とも

に8割前後の人が施設利用前後にどこかに寄っているこ

とが分かる．屋内施設に平日遊びに来ている人は，自宅

から来て帰りに買い物をする人が多い．平日と比べて休

日は，施設利用前に買い物をしている人の割合が増え，

利用後に外食して帰る人の割合も増えている．屋外施設

利用者と比べて，利用前に習い事をしている子供が多い

という特徴もある．屋外施設の利用者は，平日は利用前

に外食をする人は少ないが，利用後に外食をする人は多

い．逆に休日では 利用前に外食をしている人も多く，

利用後には買い物をする人が多くなっている． 

 

(2) LRTの利用意向 

子供の属性別に普段の移動における LRT の利用意向

を図-7 に，沿線に求める施設について図-8 に示す．屋

内施設の利用者に注目すると，保育園や幼稚園に通って

いない子供を連れている人は他に比べて利用意向が高い

ことが分かる．一方の屋外施設の利用者について，屋内

施設利用者と比べると保育園や幼稚園，小学校に通って

いる子供を連れている人の利用意向はあまり変わらない

が，どちらにも通っていない子供を連れている人の利用 

 

 

図-7 子供の属性別の LRT利用意向 

 

 

図-8  LRT沿線に求める施設 

意向は低いことが分かった．沿線に求める施設としては，

屋内施設と屋外施設利用者ともに，屋内で遊べる施設を

求める人は多く，それ以外にも買い物するところを求め

る人が多い．屋外施設利用者は公園を求める人も多い．

屋外施設に小学校に通っている子供を連れている人は，

他と比べて買い物施設を求める人の割合が高いという特

徴が見られる．屋内施設に小学校に通っている子供を連

れている人は，他と比べて学習塾を求める人の割合が高

かく，屋内施設利用者が利用前後で習い事をしている人

の割合が多いことが影響している． 
JR宇都宮駅近くのAゾーン，郊外のBゾーン，工業団

地周辺のCゾーンとDゾーンそれぞれに，子育て世帯が

利用する子育て支援施設とスーパーと飲食店が立地して

いると仮定したときの，子供の属性別のLRTの利用意向

について図-9に示す．屋内施設，屋外施設の利用者とも

に，保育園や幼稚園，小学校に通っている子供を連れて

いる人はAゾーンが最も利用意向が高い．これに対して，

どちらにも通っていない子供を連れている人はBゾーン

が最も利用意向が高く，僅差でAゾーンが利用意向が高

くなっている．大型車の出入りも多く，子供の危険も多

いため工業団地のほうには子供を連れて行きたくない人

が多い．特に，保育園や幼稚園に通っていない子供を連 

 

 

図-9  子供の属性別の施設立地と LRT利用意向 
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図-10 施設立地と LRT利用で考慮すること 

 

 

図-11 公共交通利用時に好ましい状況 

 

れている人はこの傾向が顕著に現れており，屋内施設，

屋外施設の利用者ともに，施設がCゾーンとDゾーンに

立地しているときのLRT利用意向がとても低くなってい

る．子供の属性別のLRTの利用意向と施設の立地につい

て，検討する際に考慮したことを図-10に示す．LRT利
用意向が低い人の多くが自宅からLRTの電停までの距離

をあげているため，全体的に自宅からの距離を考慮する

する人が最も多い結果となった．屋内の施設利用者で小

学生を連れている人は，自宅からの距離をあげる人の割

合が他と比べて多い一方，普段は行かないところに行け

ることをあげる人の割合が他と比べて高い結果となった．

また，様々なところに寄ることができることが，JR宇都

宮駅近くに施設が立地しているときのLRT利用意向を高

めていることが分かった．一方で，屋外施設の利用者で

小学生を連れている人は，様々なところに寄ることがで

きる以外に車の渋滞を考慮する人の割合が高くなってい

る． 

 
(3)  公共交通の利用意向 

 ハードの部分とソフトの部分のバリアフリーに関して，

公共交通を利用する際に好ましい状況を図-11に示す．

子供を連れて公共交通を利用するときの好ましい状況と

しては，屋内施設，屋外施設利用者とも公共交通全体が 

 
図-12 子供がLRTを利用するときに好ましい状況 

 
バリアフリーになっている状態が望ましい人が8割前後

と多い．屋内施設と屋外施設を比較すると屋内施設の利

用者のほうが，公共交通利用の際に，バリアフリー化は

されてなくとも周囲の乗客が手助けしてくれればいいと

思う人の割合が高い．また，子供がLRTを利用するとき

に好ましい状況を図-12に示す．子供にLRTを利用させ

るときには，子供が好きそうかよりも，車掌や周囲の乗

客による見守りがあると利用させようと考える人が多い． 
 
 
4.  おわりに 

 
本研究で得られた知見として，子育て支援施設の利用

実態としては，多くの人が施設の利用前後に買い物や外

食など，どこかに寄っている人が多いことが明らかにな

った．屋内の遊び場であるゆうあいひろばの利用者の場

合，平日と休日を比べると，平日は保育園や幼稚園に通

っていない子供を連れている人が多いため，平日のほう

が直接自宅から施設に来る人の割合が高い．また，平日

は施設利用後に約半数が買い物に寄っている．屋外の遊

び場である八幡山公園の場合，平日と休日を比べると，

休日は子供を公園で遊ばせるためだけに外出する人が多

いため，休日のほうが直接自宅から施設に来る人の割合

が高い．平日は施設利用後に外食している人の割合が高

い． 
子育て支援施設の利用者の LRT 利用意向として，全

体的に屋内施設利用者のほうが利用意向が高いことが明

らかになった．その中でも特に，保育園や幼稚園に通っ

ていない子供を連れている人の利用意向は高い．また，

LRT 沿線の施設として，屋内で遊べる施設やスーパー

の需要は高く，あれば利用したいという人が多いことが

明らかになった．LRT 沿線にこのような施設を整備す

ることで昼間の利用者として子育て世帯が LRT を利用

しやすくなると考えられる．一方で，立ち寄り施設は多

い JR宇都宮駅周辺への LRT利用意向は高いが，駅から

離れるにつれて LRT 利用意向が低くなることが明らか
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になった．このことから，立ち寄り施設の多い場所に子

育て支援施設等を整備することで，昼間に LRT を利用

する子育て世帯の人が増加すると考えられる． 
今後の課題として，優先的にLRTが整備される駅東側

でも調査を実施し，さらにサンプル数を確保することが

あげられる．また，モデリングや多変量解析等でより詳

細にLRTの利用意向と子育て支援施設整備の関係につい

て分析する必要がある． 
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